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『環境にやさしい暮らし』

できることから始めよう
６月は環境月間です６月は環境月間です

　６月５日の「環境の日」がある今月は、「環境月間」です。

　地球温暖化対策、循環型社会の構築、自然環境の保全など、私

たちが生活の中で取り組まなくてはならない課題が山積するなか、

広く環境保全についての理解と関心を深め積極的な活動を行うこ

とが重要となってきています。

小坂部川（大佐大井野）
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で
き
る
こ
と
か
ら 

始
め
よ
う

　

環
境
保
全
の
た
め
に
私
た
ち
が
出
来
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
買

い
物
の
際
、
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
て
レ

ジ
袋
を
受
け
取
ら
な
い
こ
と
、
で
き
る
だ

け
簡
易
包
装
の
商
品
を
選
ん
で
買
う
こ
と

な
ど
は
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
も
地

球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の

排
出
を
抑
え
、
酸
性
雨
の
原
因
と
な
る
窒

素
酸
化
物
の
削
減
に
も
貢
献
で
き
ま
す
。

　

お
皿
に
つ
い
た
食
べ
残
し
や
油
な
ど
を

ふ
き
取
る
な
ど
し
て
、
で
き
る
だ
け
排
水

で
流
さ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
環
境
保
全

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
一
人
ひ
と
り
の
環
境
を

意
識
し
た
行
動
が
、
循
環
型
環
境
社
会
を

動
か
す
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
消
費
者
が
環
境
に
や
さ
し
い
商

品
を
選
択
す
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
事
業
者

も
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
商
品
開

発
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ふ
だ
ん
の
生
活
で
何
気
な
く
見
過
ご
し

て
い
る
こ
と
を
も
う
一
度
見
直
し
、
出
来

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

道
路
沿
い
や
山
中
、
河
川
な
ど
に
不
要

と
な
っ
た
電
気
製
品
、
家
具
、
空
き
缶
な

ど
の
不
法
投
棄
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
軽

い
気
持
ち
で
捨
て
た
ご
み
袋
１
個
で
も
、

　

万
円
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ

２０り
ま
す
。

　

ご
み
を
捨
て
る
の
は
一
瞬
で
す
が
、
も

と
の
状
態
に
戻
す
に
は
多
大
な
費
用
と
時

間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ご
み
の
不
法
投

棄
（
ポ
イ
捨
て
）
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
野
外
で
ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と

も
、
草
や
落
ち
葉
を
燃
や
す
な
ど
一
部
例

外
を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
草
な
ど

を
燃
や
す
場
合
で
も
、
煙
、
悪
臭
、
灰
な

ど
に
よ
り
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。　

　

な
お
、
ご
み
の
不
法
投
棄
お
よ
び
野
外
焼

却
と
も
に
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
反

し
た
場
合
は
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１

千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

（
�
�
６
１
２
４
）

５
月　

日
か
ら
６
月
５
日
は

３０

 「
全
国
ご
み
不
法
投
棄

 

監
視
ウ 
ィ 
ー 
ク 
」 で 
す

マイバスケット普及活動

クリーン作戦

高校生によるボランティア活動

小学生を対象にした環境学習
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新
見
市
で
は
、
少
子
化
が
進

行
す
る
中
で
子
ど
も
を
産
み
育

て
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、

各
種
の
子
育
て
支
援
策
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
で

自
主
運
営
し
、
地
域
の
子
育
て

支
援
の
拠
点
施
設
と
な
っ
て
い

る
認
可
外
保
育
所
に
対
す
る
運

営
費
等
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

　

本
来
な
ら
ば
、
公
立
の
保
育

所
等
で
対
応
す
べ
き
と
こ
ろ
で

す
が
、
こ
う
し
た
保
育
所
等
の

な
い
地
域
で
は
、
地
域
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
地
域

立
の
認
可
外
保
育
所
に
お
い
て
、

利
用
者
の
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ

へ
の
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
各
種
団
体
と
連
携
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
活

か
し
た
運
営
を
さ
れ
て
お
り
、

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
各
地
域
で
の
少
子

子育て支援の充実について－認可外保育所補助金の増額－

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり

化
の
傾
向
に
よ
り
、
認
可
外
保

育
所
に
お
い
て
は
、
経
費
の
節

減
や
、
保
育
料
の
値
上
げ
等
の

努
力
を
し
て
運
営
を
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
運
営
は
限

界
に
近
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
域
立
保
育
所
や

地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
度
重
な

る
運
営
支
援
の
要
望
を
受
け
て

お
り
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
を

最
重
点
課
題
と
考
え
て
い
る
私

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
地
域
立

の
保
育
所
を
維
持
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
本
年
度
は
前
年
度
に

比
べ
て
わ
ず
か
で
す
が
増
額
し

て
助
成
を
行
う
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
充
分
と
は
思
い
ま
せ

ん
が
、
よ
り
よ
い
保
育
環
境
の

充
実
に
向
け
て
役
立
て
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
の
み
な
さ

ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
地
域
の

実
現
に
向
け
て
努
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　みなさんの地域において「市長と

話してみたい」「こんなことを聞いて

みたい」といった要望はありません

か？市長が直接みなさんのところに

出向き、話し合いの場を持つ「おで

かけ市長室」を次の要領で実施いた

します。

　開催を希望する地域団体や各種団

体は、この機会にぜひお申し込みく

ださい。

■問い合わせ先　企画課企画広報係（��６１１４）

■対象　市内に在住・通勤・通学する人でおおむ

ね１０人以上の団体（５団体を予定、申込み多数

の場合は選考を行う）

■実施時期　申込みの状況により随時開催（１２月

まで）

■時間　１時間程度

■会場　団体の指定する会場（会場は申込者が確

保）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「 おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおででででででででででででででででででででででででででででででででででででででかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけおでかけ 市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室市 長室」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」を 開 催し ま す

■申込み　開催を希望する団体は所定の申込用紙

に必要事項を記入のうえ、提出ください。

　申込用紙は、企画課と各支局に配置しています。

■開催決定　開催日や時間等は希望をもとに事前

調整します。

■その他　

・単なる行政事務相談や、特定の個人、団体に対

する誹謗、中傷などを目的とした懇談は対象と

しません。

・企画課職員が同行します。

開催方法
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
位
叙
勲

　

春
の
叙
勲
等
の
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
、
市
内
か
ら
は
家
本
昭
男
氏
（
豊

永
宇
山
）
に
旭
日
双
光
章
、
村
上
昇
氏
（
哲
西
町
矢
田
）
に
瑞
宝
双
光
章
、

名
越
正
美
氏
（
哲
多
町
蚊
家
）
に
瑞
宝
単
光
章
、
ま
た
、
危
険
業
務
従
事

者
叙
勲
と
し
て
、
小
寺
令
治
氏
（
高
尾
）
に
瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

元
新
見
市
議
会
議
員
の
家
本
昭

男
氏
（
豊
永
宇
山
・　

歳
）
に
、

７９

旭
日
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
本
氏
は
、
昭
和　

年
に
新
見

４９

市
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
以
後

平
成　

年
ま
で
通
算
５
期
約　

年

１７

１９

の
永
き
に
わ
た
り
地
域
の
生
活
環

境
の
整
備
、
教
育
環
境
の
充
実
、

産
業
の
発
展
や
福
祉
の
向
上
に
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

特
に
馬
塚
浄
水
場
や
新
見
市
処

理
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
さ
ら
に
は

市
町
村
合
併
に
関
し
て
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
文
教
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長
、
建
設
産
業
常
任
委
員
会

副
委
員
長
な
ど
を
歴
任
、
平
成　
１４

年
か
ら
平
成　

年
ま
で
は
副
議
長

１６

を
務
め
ら
れ
、
新
見
市
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
野
馳
小
学
校
長
の
村
上
昇
氏

（
哲
西
町
矢
田
・　

歳
）
に
、
瑞

７４

宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
上
氏
は
、
昭
和　

年
の
野
馳

２９

小
学
校
を
振
り
出
し
に
思
誠
、
菅

生
、
西
方
で
教
諭
を
、
ま
た
、
宮

河
内
小
と
思
誠
小
で
は
教
頭
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
本
郷
小
で
校
長

に
な
り
、
平
成
６
年
に
野
馳
小
学

校
を
最
後
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、

読
書
指
導
や
体
力
づ
く
り
活
動
な

ど
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
職
後
も
平
成
８
年
か
ら
は
哲

西
町
教
育
長
を
、
合
併
後
は
新
見

市
教
育
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
、

現
在
も
教
育
委
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
る
な
ど
、
教
育
の
発
展
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
哲
多
町
消
防
団
長
の
名
越
正

美
氏
（
哲
多
町
蚊
家
・　

歳
）
に
、

７４

瑞
宝
単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
越
氏
は
、
昭
和　

年
に
哲
多

３０

町
消
防
団
に
入
り
、
以
後
、
班
長
、

部
長
、
副
分
団
長
、
副
団
長
を
歴

任
し
、
昭
和　

年
か
ら
退
団
す
る

５６

昭
和　

年
ま
で
団
長
と
し
て
消
防

６０

団
員
の
資
質
向
上
や
予
防
消
防
の

普
及
、
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の

育
成
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和　

年
か
ら
は
哲
多

５０

町
議
会
議
員
と
し
て
４
期
連
続　
１６

年
間
町
議
を
務
め
、
議
長
の
ほ
か

県
町
村
議
長
会
副
会
長
な
ど
の
要

職
も
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
永
き
に

わ
た
り
地
域
の
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　　

元
阿
新
広
域
事
務
組
合
新
見
地

区
消
防
本
部
消
防
長
の
小
寺
令
治

氏
（
高
尾
・　

歳
）
に
瑞
宝
双
光

７２

章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
寺
氏
は
、
昭
和　

年
に
新
見

３２

市
消
防
団
に
入
り
、
地
域
防
災
と

火
災
予
防
意
識
の
向
上
に
努
め
ら

れ
、
昭
和　

年
か
ら
消
防
団
常
備

３９

部
員
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和　

年
に
新
見
市
消
防
本
部
が

４３

設
置
さ
れ
て
か
ら
も
、
職
員
の
教

育
や
資
機
材
の
整
備
な
ど
消
防
力

の
強
化
に
取
り
組
み
、
現
在
の
消

防
の
基
礎
を
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
６
年
か
ら
は
新
見

地
区
消
防
本
部
消
防
長
に
就
任
さ

れ
、
組
織
改
革
や
消
防
装
備
の
充

実
強
化
を
図
る
な
ど
、
常
備
消
防

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

 
家  
本   
昭 
男
   
 
氏

い
え 
も
と 

て
る 

お

 
村  
上 　

昇
   
 
氏

む
ら 
か
み 

の
ぼ
る

 
名  
越   
正 
美
   
 
氏

な 

ご
し 

ま
さ 

み

 
小  
寺   
令 
治
   
 
氏

こ 

で
ら 

れ
い 

じ

　

長
年
に
わ
た
り
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
務
め
、
地

域
福
祉
の
発
展
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
た
５
人
に
厚
生
労
働

大
臣
特
別
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
順
不
同
）

 
綱  
島 　
 
伸  
夫 
氏

つ
な 
し
ま 

の
ぶ 

お

　
　

（　

歳
・
豊
永
佐
伏
）

７５

 
東  
郷 　
 
一  
志 
氏

と
う 
ご
う 

ひ
と 

し

　
　

（　

歳
・
大
佐
田
治
部
）

６６

 
清  
本  
ヒ  
サ  
子 
氏

き
よ 
も
と 

ひ 

さ 

こ

　
　

（　

歳
・
土
橋
）

７０

 
竹  
田  
美  
佐  
子 
氏

た
け 

だ 

み 

さ 

こ

　
　

（　

歳
・
大
佐
小
阪
部
）

６７

 
大  
原 　
 
謙  
一 
氏

お
お 
は
ら 

け
ん 
い
ち

　
　

（　

歳
・
菅
生
）

７５

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

厚
生
労
働
大
臣

特

別

表

彰
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　児童手当を受給している人は、６月中に現況届等

を提出してください。

　この届出により支給要件を確認し、６月以降の支給

を決定しますので、必ず期限内に提出してください。

　なお、現況届等の書類は、対象のご家庭に６月１０

日頃郵送する予定です。

�必要書類

　健康保険証の写しまたは年金加入証明書（国民年

金の人は不要です）

�今年１月１日以降に転入した人

　現況届のほかに、前住所地の市区町村が発行した

「平成２０年度児童手当用所得証明書」が必要です。

�該当児童が市外に在住している人

　該当児童の属する「世帯全員の住民票の写し」が

必要です。

�提出先

　社会福祉課子育て支援係、各支局、各市民センター

�問い合わせ先

　社会福祉課子育て支援係（��６１２６）

現況届の提出は

必ず６ 月中に！

●
特
定
健
康
診
査
が 

　

始
ま
り
ま
す
！

　

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
基
本
健
康

診
査
に
か
わ
り
、
今
年
度
か
ら　

歳
〜

４０

　

歳
ま
で
の
人
を
対
象
に
、
み
な
さ
ん
が

７４加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
が
主
体
と
な

っ
て
行
う
特
定
健
康
診
査
等
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

※
特
定
健
康
診
査
と
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
生
活
習
慣
病
の
重

な
り
）
に
着
目
し
、
内
臓
に
脂
肪
が
蓄

積
し
て
い
る
か
、
高
血
圧
な
ど
が
併
発

し
て
い
な
い
か
ど
う
か
な
ど
を
判
定
し
、

保
健
指
導
対
象
者
を
選
定
す
る
た
め
に

行
う
健
診
で
、
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
は
、
今
年
度
か
ら
市
内
の
医
療

機
関
で
も
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
、
医
療

機
関
で
の
健
診
は
６
月
か
ら
、
集
団
検
診

は
８
月
か
ら
実
施
し
ま
す
の
で
、
ど
ち
ら

か
一
方
を
選
び
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

　

歳
以
上
の
人
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

６５

生
活
機
能
の
低
下
を
調
べ
る
『
生
活
機

能
評
価
』
も
行
い
ま
す
の
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

●
受
診
の
際
に
は 

　

必
ず
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
診
の
受
診
時
に
は
健
康
保
険
証

（
介
護
保
険
証
を
含
む
）を
提
示
し
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、　

歳
〜　

歳
ま
で
の

４０

７４

国
民
健
康
保
険
の
人
は
、
５
月
末
に
送

付
し
て
い
る
特
定
健
康
診
査
受
診
券
も

あ
わ
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

受
診
で
き
る
市
内
の
医
療
機
関
な
ど
、

健
診
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
４

月
に
配
布
し
ま
し
た
新
見
市
保
健
事
業

年
間
計
画
表
の
「
成
人
の
健
康
診
査
概

要
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

（
�
�
６
１
２
３
）

　

健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り
係

 
（
�
�
６
１
２
９
）

　

高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
�
�
６
２
０
９
）

健
診
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ
で 
す
！

身体障害者巡回更生相談
　　　　　　　　 　を実施します ！

　身体に障害のある人に対して、専門の医師

が診査を行い、補装具の判定などの相談を行

います。

■日時

　６月２７日�　１２時から１３時３０分まで受付

■場所

　保健福祉センター（金谷）

■相談内容

　車いす、補聴器などの補装具の相談、交付申請

■対象

　肢体（手・足）障害・聴覚障害のどちらか

の身体障害者手帳を所持している人

■用意するもの

　①身体障害者手帳　②印鑑

■申込み・問い合わせ先

　社会福祉課社会福祉係（��６１２６）

児童手当
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公共ホール音楽活性化
  アウトリーチ・フ ォーラ ム事業

コンサートの開催について
　７月12日�、まなび広場にいみ大ホールで、ピア

ノトリオによるクラシックコンサートを開催します。

　クラシックが身近に感じられるコンサートです。ぜ

ひご来場ください。

●日時　７月１２日�　１４：００～１５：３０（１３：３０開場）

●会場　まなび広場にいみ大ホール

●入場料（全席自由）

　一般５００円／高校生３００円

　小中学生１００円／幼児無料

●前売券販売場所

　まなび広場にいみ、各支局、各市民センター

●問い合わせ先

　教育委員会生涯学習課（��６１４７）
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点
線
で
切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

半額利用券
●有効期限  平成２０年１０月３１日（金）

問い合わせ先　健康づく り 課 ��６１２９

　身体障害者・知的障害者・その家族の方々から
の手帳交付、医療、就学、就職、施設入所など各
種相談に応じ、助言や指導などを行っています。
お近くの相談員へ気軽にご相談ください。

（順不同・敬称略）
 赤  木  　 初  枝 （高尾）
あか ぎ はつ え

 後  藤  　 泰  治 （上市）
ご とう やす はる

 仲  田  　 正  平 （菅生）
なか だ しょう へい

 仲  村  　 敏  久 （唐松）
なか むら とし ひさ

 杉  井  　 省  二 （大佐永富）
すぎ い しょう じ

 東  郷  　 豊  志 （大佐田治部）
とう ごう とよ し

 山  崎  　　 守 （神郷下神代）
やま さき まもる

 伊  藤  こたか（哲多町田淵）
い とう

 中  村  　 賢  志 （哲多町蚊家）
なか むら けん じ

 宮  坂  　 要  治 （草間）
みや さか よう じ

 佐  田   子  正  江 （哲西町八鳥)　
さ だ こ ま え

 三  谷  　　 穰 （哲西町矢田）
み たに みのる

 荒  木  　 美  幸 （高尾）
あら き み ゆき

 佐  熊  　 正  史 （土橋）
さ くま まさ し

 藤  井  　　 正 （豊永佐伏）
ふじ い ただし

 山  �   喜  久  子 （大佐田治部）
やま さき き く こ

 槙  原  　 重  徳 （神郷下神代）
まき はら しげ のり

 田  仲  　 満  雄 （哲多町本郷）
た なか みつ お

 石  井  　 孝  典 （哲西町上神代)
いし い たか ふみ

■問い合わせ先
　社会福祉課社会福祉係（��６１２６）

ご 相談に応じます
新見市身体障害者相談員・  　
知的障害者相談員のお知らせ

身
体
障
害
者
相
談
員

知
的
障
害
者
相
談
員

　スポーツを通した健康増進、リラクゼーショ
ンおよびコミュニケーションの場として、広く
市民のみなさんに施設を利用していただくため、
「半額利用券」を各世帯に２枚ずつ配布します。
　この券を利用すれば利用料金が半額になりま
すので、点線に沿って切り取り、受付に提示の
うえご活用ください。

■対象者
　おおむね４０歳以上の人
■対象施設
　プール、フィットネス（トレーニングルーム
を含む）
　※浴場のみの利用はできません

新見市健康増進施設
「げんき広場にいみ」

 半額利 用 券 を
ご利用ください

げ ん き 広場 に いみ

半額利用券
●有効期限  平成２０年１０月３１日（金）

問い合わせ先　健康づく り 課 ��６１２９

げ ん き 広場 に いみ

　※６５歳以上の人、障害者の人は（  ）の料金と
なります。（ただし、証明できるものが必
要です）

■有効期限
　平成２０年１０月３１日�
■問い合わせ先
　健康づくり課（��６１２９）

一日利用一時利用■料金

１,０５０円（５３０円）６３０円（３２０円）通常利用料金

  ５３０円（２７０円）３２０円（１６０円）半額券利用の場合

一般

割引

一般

割引
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点
線
で
切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　平成１７年１月１日時点で６５歳以上であった人（昭和１５年１月２日以

前に生まれた人）に適用されていた住民税非課税措置が、平成２０年度

から経過措置がなくなり、全額負担となります。

平成１９年に所得が減って所得税が課されなくなった人へ
所得変動に伴う住民税の還付を受けるためには申告が必要となります。
　税源移譲による住民税率の変更のため、平成１９年中所得が減り、所得税が課されないにもかかわらず、

平成２０年度住民税の負担が増加する人については、既に納付済の平成１９年度分の住民税から、税源移譲に

より増額となった住民税相当額を還付します。

　申告期限は７月１日�から７月３１日�までです。 

　平成１９年度分住民税を課税した平成１９年１月１日現在お住まいの市区町村へ減額申告書を提出してく

ださい。他の市区町村へ転居された方は申告先にご注意ください。 

　なお、申告用紙は６月に該当の人に送付する予定です。

※平成１９年中に亡くなられた人や海外へ転出されて平成２０年１月１日現在国内に居住されていない人には、この経過措置は適用され
ません。 
※この経過措置の対象となる人は、住民税と所得税の人的控除（配偶者控除、扶養控除、基礎控除など）額の差の合計額が平成２０年
度の住民税の合計課税所得金額（課税長期譲渡所得等の金額がある場合は、これらの金額を合計した金額）以上になる人に限られ
ます。したがって、寄附金控除額などの人的控除以外の控除額が増加したり、住宅ローン控除などによって所得税が課税されなく
なった人には、この経過措置は適用されません。

■問い合わせ先　税務課市民税係（��６１１７）

◆平成１７年１月１日時点で６５歳以上であった人へ◆ 

住民税の老年者非課税措置廃止の
経過措置がなくなります。

絵
画
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

　今年も東京芸術大学副学長の 田  渕  俊  夫 
た ぶち とし お

先生をお迎えし、絵画教室を７月２６日�、

２７日�、２８日�に開催します。

　詳しい日程・参加募集は市報にいみ７

月号でお知らせします。

■問い合わせ先

　生涯学習課生涯学習係（��６１４７）

利用施設
プール・フ ィッ トネス（トレーニングルームを含む）
※半額利用券１枚につき、１名の利用が可能です

　　生年月日　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（男・女）

年齢　　　　　　　　　
　　　　　　　才

（生年月日・年齢をご記入ください）

利用施設
プール・フ ィッ トネス（トレーニングルームを含む）
※半額利用券１枚につき、１名の利用が可能です

　　生年月日　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（男・女）

年齢　　　　　　　　　
　　　　　　　才

（生年月日・年齢をご記入ください）
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国民健康保険税

平成２０年度から、次に該当する人の国民健康保険税については、
公的年金から特別徴収（天引き）します。

年金からの納付（特別徴収）に
ついてのお知らせです！

●国民健康保険に加入している人が全員が６５歳以上７４歳未満の世帯で、年額１８万円以上の年金
を受給している世帯主（擬制世帯主注１除く）

 対　象

ただし、介護保険料と国民健康保険税を合わせた額が、年金額の２分の１を超える場合は特別徴収は行いません。

注１　世帯主が国保の加入者でない場合でも家族の中に国保の加入者がいる場合は、これらの義務を負うこ

とになります。

　　　このような国保の加入者ではない世帯主のことを「擬制世帯主」といいます。

　公的年金から天引きの対象となる人には、納税通知書と一緒に詳しい内容を同封してお知らせします。

　上記以外の人は、今までどおり変更はありません。

 国民健康保険税の納期および特別徴収（平成２０年度）

２月１月１２月１１月１０月９月８月７月月

８期７期６期５期４期３期２期１期期別

年金 
天引き

年金 
天引き

年金 
天引き

３期２期１期
特別徴収
対 象 者

 後期高齢者医療制度に伴う激変緩和措置

　後期高齢者医療制度（以下「医療制度」）に伴い、４月から７５歳以上の人が同医療制度へ移行すること

により、７５歳未満の国民健康保険の税負担を緩和するため、次のような措置がとられます。

○世帯員（加入者）数が減ることに伴う場合
　低所得で国保税の軽減を受けていた世帯において、国保から医療制度に移って世帯員数が減少しても、今

までと同じ軽減が５年間受けられます。

　（例）夫婦２人世帯で、国保から１人が医療制度に移ると、国保の世帯員数は１人に減るが、軽減を行う

うえでは世帯員数をそのまま２人として計算します。

○国保単身世帯（特定世帯）となる場合
　世帯員のうち、国保から１人が医療制度に移り、残った国保の被保険者が１人となった場合、５年間平等

割が半額となります。

　（例）夫婦２人世帯で、国保から１人が医療制度に移り、国保の加入者が１人の世帯になると、国保の平

等割を半額にします。

　※特定世帯とは、以前から国保の被保険者で７５歳に到達する人が国民健康保険から医療制度に移行するこ

とにより、単身となる世帯をいいます。

○社会保険などの被扶養者から国保に移った場合（申請が必要となります）
　前期高齢者（６５歳から７４歳まで）で、社会保険などに加入していた人が医療制度に移り、その被扶養者で

あった人が扶養からはずれ、国保に加入した場合、２年間は所得割は課税されず、均等割を半額にします。

また、世帯全員が社会保険などに加入していた人の被扶養者である場合は、平等割も半額となります。（た

だし、軽減該当者を除く）

※この激変緩和惜置は、内容が変更になる場合があります。

■問い合わせ先　税務課市民税係（��６１１７）
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新
見
市
成
人
式
実
行 

委
員
の
募
集

  
新
見
市
の
成
人
式
は
、
標
記

実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

式
典
の
内
容
や
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
、
そ
の
他
の
演
出
や
記
念

品
な
ど
、
す
べ
て
を
実
行
委
員

会
が
自
ら
企
画
し
、
今
ま
で
に

な
い
新
し
い
感
覚
の
成
人
式
を

作
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

実
行
委
員
会
は
開
催
当
日
ま

で
必
要
に
応
じ
て
会
議
を
行
い

ま
す
。

　

実
行
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ

け
る
人
を
、
年
齢
や
性
別
を
問

わ
ず
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
実
行
委
員
応
募
資
格

平
成　

年
度
の
新
見
市
新
成
人
、

２０

ま
た
は
新
見
市
在
住
の
人

■
募
集
人
数　
　

人
程
度

２０

■
募
集
期
間

　

６
月　

日
�
〜
８
月　

日
�

１６

３１

■
応
募
方
法

「
思
い
出
に
残
る
新
し
い
成
人
式
を
つ
く
り
あ
げ
た
い
」

　

成
人
式
、
そ
れ
は
次
代
を
担
う
み
な
さ
ん
の
、
二
十
歳
の
門
出
で

す
。
そ
の
企
画
立
案
か
ら
式
典
の
運
営
ま
で
を
あ
な
た
の
手
で
や
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

平
成　

年
度
新
見
市
成
人
式
は
、
平
成　

年
１
月
２
日
�

２０

２１

　

時
か
ら
開
催
予
定
で
す
。

１４（
実
行
委
員
会
設
立
後
、
正
式
に
ご
案
内
し
ま
す
。）

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
次
の

宛
先
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
ハ
ガ
キ
】

　

〒
７
１
８
�
８
５
０
１

　

新
見
市
新
見
３
１
０
�
３

　

新
見
市
教
育
委
員
会　

生
涯

学
習
課
内
「
成
人
式
実
行
委

員
会
事
務
局
」

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

　

（
�
６
１
２
０
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

（
�
�
６
１
４
７
）

平成２０年度

新見市
成人式

パソコン講座�パソコン講座�

■内　容

　ワープロソフト「ワード」を使っての文字入力

の基礎・簡単な文書の作成（３回連続）

■対　象

　パソコンで文字（かな・数字）を入力できる人

■日　時

　昼の部：６月２５日�、２６日�、２７日�

　　　　　１０：００～１２：００

　夜の部：６月２５日�、２６日�、２７日�

　　　　　１９：００～２１：００

■会　場　まなび広場にいみ２階パソコン室

■参加費　１,０００円（教材費別途）

■定　員　２０人（多数の場合は抽選）

■申込方法

　講座名（ワープロの基礎６月・昼の部または夜

の部）、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番

号を記入して、ハガキまたはＦＡＸでお申し込

みください。（電話では受付できません）

■申込締切

　昼・夜の部とも　６月１７日�

■申込み・問い合わせ先

　〒７１８－８５０１

　新見市新見３１０－３

　教育委員会生涯学習課

　（��６１４７  ＦＡＸ�６１２０）

まなび広場にいみ主催

ゆっくりのんびり
ワープロの基礎 ６月
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  ラ ス ト ワ ン マ イル事業

行政地区総代のみなさんは
ページング放送をご利用いただけます
　ページング放送とは、行政地区総代のみなさんが、ご自宅の電話から、地区内の登録世帯へ、告知放送機

器の放送を行うことができるものです。活用を希望される地区総代の方は申請が必要ですので、情報政策課

までご連絡ください。

■放送できる内容　地区や町内会の広報および情報伝達に関すること

■放送できない内容

　私的な内容、ひぼう・中傷、営利目的、選挙運動、宗教活動、その他公共的内容ではないもの

■問い合わせ先　情報政策課放送広報係（��３１５４）

機器に電源を入れた時

の正常な状態は次のと

おりです。これ以外の

場合は、お手数ですが

「光シティサポートセ

ンター」までご連絡く

ださい。

告知放送機器が故障した時は「光シティサポートセンター」までご連絡ください。

光シティ サ ポ ー トセンター�電話 ０１２０－９６４－７６１（通話料無料） 【受付時間】１０：００から１８：００まで
①ＯＮＵ�

（通信用光変換器）�
②ルーター�

（通信伝送中継装置）�
③告知放送機器�

点灯�

点灯�

点灯�

点灯�

放送中は�
点滅します�

放送中は早�
い点滅にな�
ります�

音
量
調
整�

サービス加
入等の状況
により、点
灯状態が異
なります。�

放送が録音され
ている場合は点
灯になります。�

オー    エヌ    ユー�

行政地区総代�

地区内の各世帯�

新見市�
光ファイバ網�

地区内の登録世帯
の告知放送機器へ
直接放送できます。�

○○時から�
町内会です。�

奉仕作業は�
明日○○時に�
集合です。�○○時から�

町内会です。�

奉仕作業は�
明日○○時に�
集合です。�

○○時から�
町内会です。�

奉仕作業は�
明日○○時に�
集合です。�

○○時から�
町内会です。�

奉仕作業は�
明日○○時に�
集合です。�

○○時から�
町内会です。�

奉仕作業は�
明日○○時に�
集合です。�

○○時から�
町内会です。�

奉仕作業は�
明日○○時に�
集合です。�
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下
水
道
は
、
生
活
環
境
の
改

善
な
ら
び
に
公
共
用
水
域
の
水

質
保
全
、
雨
水
の
排
除
と
汚
水

の
処
理
に
よ
る
浸
水
の
防
除
と
い

っ
た
機
能
を
果
た
す
も
の
で
す
。

　

快
適
な
生
活
環
境
を
築
き
、

豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
に
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
下
水
道

に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
、

力
を
合
わ
せ
て
整
備
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
汚
水
適
正
処
理
構

想
に
よ
り
、
公
共
下
水
道
事
業

や
農
業
集
落
排
水
事
業
な
ど
、

そ
の
地
区
の
特
性
に
応
じ
た
集

合
処
理
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
衛
生
的
な
環
境
を
作
り
、

河
川
等
の
水
質
を
保
全
す
る
た

め
に
、
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な

い
世
帯
や
事
業
所
は
、
一
日
も

早
い
接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
集
合
処
理
区
域
以
外

の
地
域
で
は
、
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
浄
化
槽
を
設
置
済
み
の
世

帯
は
、
早
急
に
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

   
お
知
ら
せ

水
洗
便
所
改
造
資
金 

あ
っ
せ
ん
お
よ
び
利
子
補

給
制
度
に
つ
い
て

　

公
共
下
水
道
等
の
処
理
区
域

内
で
、
水
洗
便
所
に
改
造
す
る

排
水
設
備
工
事
を
行
う
場
合
に
、

こ
の
費
用
を
一
度
に
負
担
す
る

こ
と
が
困
難
な
人
に
対
し
て
は
、

市
が
指
定
し
た
市
内
の
金
融
機

関
に
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、

利
子
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

融
資
額
は
、
改
造
工
事
１
件

に
つ
き　

万
円
以
内
で
す
。

８０

※
改
造
工
事
１
件
と
は
、
１
戸

の
便
所
の
改
造
工
事
お
よ
び

排
水
設
備
の
接
続
工
事
を
い

い
ま
す
。

�
融
資
利
率

　
　

２
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
（
固
定
）

�
利
子
補
給
率

　

供
用
開
始
初
年
度
接
続

　
　

２
・
９
パ
ー
セ
ン
ト

　

２
年
目
接
続

　
　

１
・
５
パ
ー
セ
ン
ト

　

３
年
目
接
続

　
　

１
・
５
パ
ー
セ
ン
ト

�
償
還
期
間　

最
高　

か
月

６０

�
償
還
方
法　

融
資
を
受
け
た

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら

月
賦
償
還
と
し
、
償
還
額
は

改
造
工
事
１
件
に
つ
き
毎
月

５
’０
０
０
円
以
上

�
申
込
方
法

　

排
水
設
備
新
設
承
認
申
請
書

と
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資

あ
っ
せ
ん
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

既
設
浄
化
槽 

再
利
用
工
事
補
助
金 

制
度
に
つ
い
て

　

既
設
の
浄
化
槽
を
雨
水
流
出

抑
制
施
設
に
再
利
用
し
て
、
雨

水
の
流
出
抑
制
と
有
効
利
用
を

図
る
個
人
ま
た
は
法
人
に
対
し

て
、
次
の
条
件
に
よ
り
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

�
市
税
、
下
水
道
使
用
料
等
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

�
雨
水
流
出
抑
制
施
設
を
利
用

す
る
た
め
に
ポ
ン
プ
を
設
置

す
る
こ
と

�
市
と
申
請
者
と
の
間
で
雨
水

流
出
抑
制
施
設
の
管
理
に
関

す
る
協
定
書
を
締
結
す
る
こ

と
�
浄
化
槽
の
転
用
工
事
は
、
市

の
指
定
工
事
店
が
施
工
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と

�
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
設

置
者
の
責
任
で
対
処
す
る
こ

と
�
補
助
金
額
は　

人
槽
ま
で
は

１０

８
万
円
、　

人
槽
以
上
は　

１１

１２

万
円

　

補
助
金
の
交
付
申
請
は
、
市

の
排
水
設
備
指
定
工
事
店
が
行

い
ま
す
の
で
、
交
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
人
は
、
指
定
工
事
店

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
こ
の
申

請
は
、
排
水
設
備
新
設
承
認
申

請
書
と
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽 

設
置
申
請
に
つ
い
て

　

市
で
は
下
水
道
集
合
処
理
計

画
区
域
以
外
に
つ
い
て
は
、
水

質
浄
化
事
業
と
し
て
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
分
担
金
（
１
戸
あ
た
り
）

　

５
〜　

人
槽　
　

万
円

１０

３０

�
使
用
料
（
一
般
住
宅
１
か
月

あ
た
り
）

　

基
本
額　

１
’５
７
５
円

　

＊
世
帯
員
１
人
に
つ
き

　
　

５
２
５
円
を
加
算

�
設
置
申
請
受
付
期
間

　

平
成　

年
１
月　

日
�
ま
で

２１

３０

　

＊
設
置
工
事
に
は
期
間
を
要

す
る
た
め
、
受
付
期
間
内

に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
管
理
係

　

（
�
�
６
１
３
８
）

　　快適な
生活環境をつ く る

下 水 道
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7月�

6日（日）
�

投票日
�

農
業
に
従
事
し
て
い
る
同
居
の
親
族

ま
た
は
配
偶
者
（
同
一
家
族
で
、
生

計
を
一
に
す
る
人
で
、
経
営
主
の
６

親
等
ま
で
の
血
族
と
そ
の
配
偶
者
お

よ
び
３
親
等
内
の
姻
族
と
そ
の
配
偶

者
を
い
い
、
内
縁
者
は
除
き
ま
す
。）

投
票
所
は
、市
内　

か
所

７５

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
６
つ
の
選
挙
区

に　

か
所
の
投
票
所
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

７５

　

な
お
、
こ
の
名
簿
は
、
平
成　

年
１

２０

月
１
日
現
在
の
状
況
に
基
づ
い
て
作
成

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、

次
の
要
件
を
全
て
備
え
て
い
る
人
で
す
。

①
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
で
、
新
見

２０

市
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

②
満　

歳
以
上
の
人
（
昭
和　

年
４
月

２０

６３

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

③　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
す
る

１０農
業
経
営
者
お
よ
び
年
間　

日
以
上

６０

市
内
の
６
選
挙
区
で
、 

　

名
の
委
員
を
選
出

２５
　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
市
内
に

６
つ
の
選
挙
区
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

選
挙
区
ご
と
に
選
挙
を
行
い
、
全
体
で

　

名
の
委
員
を
選
出
し
ま
す
。

２５立
候
補
で
き
る
人

　

こ
の
選
挙
に
立
候
補
で
き
る
人
は
、

新
見
市
に
住
所
が
あ
り
、
７
月
６
日
現

在
満　

歳
以
上
の
人
で
、
次
の
要
件
の

２０

い
ず
れ
か
を
備
え
て
い
る
人
で
す
。

①　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

１０い
る
人

②
①
の
人
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶

者
で
、
年
間　

日
以
上
耕
作
に
従
事

６０

し
て
い
る
人

③　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
、
耕
作
の

１０業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
、
社
員
ま
た
は
株
主
で
、
年
間　
６０

日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

　

こ
れ
ら
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た

し
、
立
候
補
す
る
人
は
、
告
示
日
（
６

月　

日
�
）
に
文
書
で
、
選
挙
長
に
届

２９
け
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

　

こ
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、
今

年
３
月　

日
に
確
定
し
た
新
見
市
農
業

３１

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
で
す
。　

定数選挙区の区域選挙区

４人
新見、高尾、金谷、正田、足立、西方、
上市、唐松、石蟹、長屋、馬塚
足見のうち向尻、坂本（力谷を除く。）

第１選挙区

４人
井倉、法曽、草間、土橋、豊永佐伏、豊
永宇山、豊永赤馬、足見（向尻を除く。）

第２選挙区

４人
菅生、上熊谷、下熊谷、千屋花見、千屋
井原、千屋実、千屋、坂本のうち力谷

第３選挙区

３人大佐全域第４選挙区

６人神郷全域、哲西町全域第５選挙区

４人哲多町全域第６選挙区

�

�

�

�

�������������������������

�������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

－新見市農業委員会委員一般選挙－

立候補予定者説明会
　新見市選挙管理委員会では、今回の農業委員会委員一般

選挙立候補予定者説明会を次のとおり開催します。立候補

を予定されている人はご出席ください。

□日　時　　６月１３日�　１５：００～

□会　場　　新見市山村開発センター２階会議室

□その他　　当日は、出席者の印鑑をお持ちください。

～農業と農地を護る監視役～

新見市農業委員会委員一般選挙
　任期満了に伴う新見市農業委員会委員の選挙が、７月６日�に行われ

ます。この選挙は、市内で農業を営む人にとって、最も重要な選挙です。

よく考えて投票してください。

新見市選挙管理委員会事務局（��６１５２）
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男女共同参画男女共同参画プラザプ ラザを
 ご存じですか？
　男女共同参画プラザは、性別にとらわれず、それ

ぞれの個性や能力を十分発揮しながら共に歩み、共

に責任を担うべき社会（男女共同参画社会）づくり

のための施設として、みなさんをサポートします。

�相談ができます。
　女性相談員が、生き方・家庭のこと・ＤＶ（配偶

者やパートナーからの暴力）など、さまざまな悩み

に耳を傾け、問題解決のお手伝いをします。お気軽

にご相談ください。

�ほしい情報が手に入ります。
　男女共同参画に関する情報紙の閲覧や、図書も借

りることができます。また、地域での学習に使って

いただける貸出用ビデオも備えていますので、お気

軽にご利用ください。

■開設日

　毎週火・水・木曜日 １０：００～１８：００

　※ただし祝日・年末年始は除く

■問い合わせ先

　男女共同参画プラザ（��６１５９）

　企画課企画広報係　（��６１１４）

市
役
所
本
庁

市
役
所
本
庁�

山村開発山村開発�
センターセンター�

まなび広場にいみまなび広場にいみ�
大ホール大ホール�

総合福祉総合福祉�
センターセンター�

市
役
所
本
庁�

山村開発�
センター�

まなび広場にいみ�
大ホール�

男女共同参画プラザ�
（まなび広場にいみ2階）�

総合福祉�
センター�

６月１日～１０日は

電波利用保護旬間です

　総務省では、テレビ・ラジオなどの視聴者や正規に

無線局を運用している電波利用者を、違法な電波によ

る妨害から保護し、良好な電波によって効率よく利用で

きる電波利用環境を整備するため、６月１日から１０日

までを「電波利用保護旬間」と定めています。　中国総

合通信局では期間中に、電波の適正な利用や重要性に

ついての周知・啓発と電波法違反の未然防止に関する

広報活動を集中的に実施し、不法・違法電波に対する

監視体制を強化します。　混信・妨害などがありました

ら、中国総合通信局へご相談ください。

■問い合わせ先

　総務省中国総合通信局　電波利用環境課

　（�０８２－２２２－３３３３）

身体障害者のみなさんへ

県庁 舎を開放 し ます ！
～おかやま桃太郎まつり納涼花火大会～

　県では、８月２日�に岡山市内で開催される「おか

やま桃太郎まつり納涼花火大会」に、車いす使用の身体

障害者の人を３５人（付き添いは２人まで）ご招待します。

　なお、詳細は次のとおりです。

■対象者

　県内在住の身体障害者手帳を所持する車いす使用

の身体障害者

■申込方法

　所定の応募用紙を使用するか、必要事項を記載して

ハガキまたはメールで申し込みください。

　※応募用紙は、市役所社会福祉課に配置しています。

■申込期間

　６月９日�から７月１１日�まで（必着）

　※応募多数の場合は抽選を行います。

■申込み・問い合わせ先

　〒７００-８５７０ 岡山市内山下２-４-６　岡山県庁障害福祉課

　（�０８６－２２６－７３６２・FAX０８６－２２４－６５２０）

　メールアドレス  shofuku@pref.okayama.lg.jp

男女共同参画プ ラザ
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6月は　　　　　  

土砂災害
防止月間
　　　　　　  です

　雨の多い時期に入ります。土砂災害を防

止するために、現在さまざまな対策が行わ

れていますが、それだけでは必ずしも十分

とは言えません。

　被害を最小限に食い止めるためには、一

人ひとりが気象情報などに注意して早めに

避難することが大切です。

�大雨の情報�
　土砂災害の多くは雨が原因で起こります。長雨

や大雨で危険だと思ったら、早めに避難しましょう。

　１時間に２０ミリ以上、または降り始めてから

１００ミリ以上の降雨量になったら注意が必要です。

�避 難 方 法�
　土石流は速度が速いため、流れを背にして逃げ

たのでは追いつかれてしまいます。土砂の流れる

方向に対して横方向に避難しましょう。

�避 難 場 所�
　普段から家族全員で避難場所や避難する道順を

確認しておきましょう。災害が起きたとき、家族

全員が近くにいるとは限りません。そのような時

もあらかじめ避難場所を決めておけば安心です。

　

■問い合わせ先

　維持管理課管理係　　　　（��６１３１）

　大佐支局経済建設課建設係（��２１１３）

　神郷支局経済建設課建設係（��６１１３）

　哲多支局経済建設課建設係（��２１１３）

　哲西支局経済建設課建設係（��２１１３）

①山林の境界がわからない。
②宅地の境界がわからない。
③先代名義の土地の境界がはっきりしない。
④土地の面積が登記簿と違っていた。
⑤切り絵図を見たが、土地の形がわからない。

　これらのことで困ったことはありませんか。
土地については、位置を示す「切り絵図」と、所
有者や面積、地目などを記録した「登記簿」が、
法務局に保管されています。
　しかし、切り絵図は明治初期の測量技術で作ら
れたもので、正確な形や境界がわかりにくく、し
ばしばトラブルの原因となることもあります。
　地籍調査では、みなさんの貴重な財産である土
地を守るため、一筆ごとに、所有者、地番、地目、
境界を調査し、最新の技術で正確な測量を行い、
その結果を地図及び簿冊に作成していきます。
　地籍調査完了後は、登記簿と地図は正確な内容
に書き替えられ、再び法務局で大切に保管されます。

◎土地の境界、面積、権利関係などが明確になります。
◎農業経営の引継ぎや、経営の効率化が図れるな
ど、いつでも活用できます。
◎農林事業や道路整備など公共事業のスピードア
ップと適正化が図れます。

　「地籍調査」は、土地一筆ごとに境界を確認しな
がら測量を行うため、市内全域の調査完了までに
はとても長い時間と多額の経費がかかります。そ
のため、年度ごとに調査地区を設定して実施して
います。

平成２０年度
�現地調査地区
　正田の一部、大佐永富の一部、哲多町蚊家の一部
�事前調査地区
　西方、上市の一部、神郷油野の一部、哲西町八
鳥の一部　

　地権者のみなさんには説明会への出席、調査準
備や立会などについてご理解とご協力をお願いい
たします。

■問い合わせ先
　維持管理課国土調査係（��６１３１）

  調査地区について

  地籍調査が完了すれば

地 籍 調 査で

確かな財産
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し
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ま
す
。

市報にいみ 第３９号
June 2008 16

ま
す
が
、
ま
だ
正
田
で
は
そ
の

心
配
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

日
々
子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
、

前
向
き
さ
、
無
邪
気
さ
や
一
生

懸
命
さ
に
は
本
当
に
感
心
さ
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
純
粋
で
素
直
で
す
。
今
も

昔
も
そ
ん
な
に
子
ど
も
は
変
わ

っ
て
い
な
い
よ
う
に
私
は
思
い

ま
す
。

　

昔
の
よ
う
に
気
を
遣
わ
ず
普

通
に
接
し
て
や
れ
ば
、
子
ど
も

た
ち
も
普
通
に
対
応
で
き
る
と

思
う
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
も
少

し
昔
に
戻
り
ま
せ
ん
か
。

　

正
田
に
生
ま
れ
、
早
や
五
十

数
年
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
の

町
並
み
に
は
驚
異
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。
大
き
な
商
業
施
設
に

野
球
場
付
き
公
園
、
整
備
さ
れ

た
住
宅
街
に
下
水
処
理
場
と
す

ば
ら
し
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
に
は
昔
の
小
野

田
セ
メ
ン
ト
（
現
太
平
洋
セ
メ

ン
ト
）
が
存
在
し
て
い
た
当
時

の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

寂
し
い
こ
と
に
今
、
ク
ラ
ブ
施

設
が
解
体
さ
れ
て
い
ま
す
。
哀

愁
と
一
緒
に
正
田
の
歴
史
も
失

わ
れ
て
い
く
よ
う
で
、
何
か
複

雑
な
気
持
ち
で
す
。

　

私
も
こ
こ
数
年
、
正
田
ス
ポ

少
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
昨
今
の
少
子
化

に
よ
る
学
校
の
統
廃
合
が
進
行

し
て
い
る
現
状
で
は
、
ス
ポ
少

の
存
続
も
難
し
く
な
っ
て
お
り

『子どもたちと一緒に』

 古  屋   博 文   さん

ふる や ひろ ふみ

〔正田〕５１歳
全農クミックス�

提案＆お便りの送り方

�４月号で配布した専
用用紙またはハガキ
に、①提案②住所③
氏名④年齢⑤電話番
号を書いてお送りく
ださい。
�専用用紙は、折りた
たむと封書になりま
す。切手をはらずに
ポストに入れてくだ
さい。（来年の３月
末まで使用できま
す）
�ファックス、電子メ
ールでも受け付けて
いますのでご利用く
ださい。

送 付 先

〒７１８-８５０１
新見市新見３１０-３
新見市役所企画課
「提案＆お便り」係
�FAX 72-6243
�電子メール
　idea@city.niimi.
　　　 okayama.jp

　

ご
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
料
金
比

較
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
１
月
に

１９

料
金
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸
配
布
し
、

そ
の
中
へ
比
較
表
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
市
報
等
を
有
効
に
活
用
し
周
知
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
共
聴
施
設
撤
去
費
助
成
に
つ
い
て

は
、
市
報
５
月
号
へ
掲
載
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
各
地
区
で
開
催
し
た
説
明
会
に
お

い
て
も
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
」
の

良
さ
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
そ
の
恩
恵
を
市

民
が
十
分
享
受
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
と
ら
え
て
積
極
的
な
広
報
、
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　

情
報
政
策
課
管
理
係

　

（
�
�
３
１
５
４
）

先
般
、
地
区
内
で
開
催
さ
れ
た
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
説
明
会
で
、
担
当
者
か

ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
み
の
概
要
と
料
金
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｐ
電

話
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
セ
ッ
ト
で
加
入
し

て
も
、
こ
れ
ま
で
掛
か
っ
て
い
た
利
用
料
金

よ
り
も
合
計
で
は
安
く
な
る
と
い
う
こ
と
に

は
触
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

せ
っ
か
く
こ
れ
だ
け
の
設
備
を
整
備
し
た
の

で
す
か
ら
、
再
度
、
市
報
等
で
利
用
料
金
な
ど

に
つ
い
て
広
報
を
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
共
同
受
診
ア
ン
テ
ナ
の
撤
去
費
に

つ
い
て
も
助
成
を
行
う
と
の
こ
と
で
す
が
、

地
区
に
よ
っ
て
は
、
共
同
受
信
ア
ン
テ
ナ
の

撤
去
に
は
費
用
も
か
か
り
、
す
ぐ
に
は
対
処

で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
と
思
う
の
で
、
こ
ち
ら
も
あ
わ
せ
て
広
報

を
行
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　
　
　

（
匿
名
・
女
性
）

答
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南 か ら

北

か

ら

第　

通
３９

国境を�
　こえて�

 小  堀   裕 也   さん（２８歳）

こ ぼり ゆう や

東京都世田谷区（出身：新見市大佐永富）
放送作家

は
ほ
と
ん
ど
見

え
ま
せ
ん
。
晴

れ
て
さ
え
い
れ
ば
い
つ
で
も

満
天
の
星
空
を
見
上
げ
る
こ

と
の
で
き
る
新
見
の
夜
を
つ
い
思
い
浮
か

べ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

年
に
１
、
２
回
帰
省
し
ま
す
が
、
無
条
件
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
環
境
は
地
元
以
外
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
帰
る

こ
と
の
で
き
る
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

（
毎
週
月
曜
夜
９
時
か
ら
、テ
レ
ビ
せ
と
う
ち
で

放
送
中
の
「
お
茶
の
間
の
真
実
」
と
い
う
番
組
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！
）

新
見
を
離
れ
て　

年
あ
ま
り
、
東
京
で
暮
ら

１３

し
は
じ
め
て
９
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

私
が
現
在
や
っ
て
い
る
の
は
「
放
送
作
家
」
と

い
う
お
仕
事
。
テ
レ
ビ
番
組
の
企
画
を
た
て
た
り
、

ド
ラ
マ
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
の
台
本
を
書
い
た

り
、
番
組
で
読
む
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
原
稿
を
書
い

た
り
…
と
い
う
、
テ
レ
ビ
の
裏
側
に
関
わ
る
仕
事

で
す
。
い
ろ
ん
な
テ
レ
ビ
局
に
行
っ
て
お
仕
事
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
見
習
い

同
様
の
扱
い
。
そ
れ
で
も
、
番
組
の
最
後
に
名
前

が
出
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

　

非
常
に
時
間
が
不
規
則
な
仕
事
な
の
で
、
帰
宅

が
真
夜
中
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
そ
ん
な
時

に
夜
空
を
見
上
げ
て
も
東
京
の
夜
は
明
る
く
、
星

★

ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
さ
ん

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
出
身

刑
部
、
高
尾
、
塩
城
、
菅
生
、
井
倉
、
田
治

部
小
学
校
に
勤
務

　My name is Angela Hamilton. I am from America 
and have lived for most of my life in a town called 
Rochester, New York. I attended college at St. 
Lawrence University, where I received a bachelor's 
degree in English Writing and a Master's degree in 
English Education. I am currently the Assistant 
Language Teacher (ALT) at six local elementary 
schools; Osakabe, Takao, Shiogi, Sugo, Ikura, and 
Tagibe. Both the students and staff at these schools 
have been both welcoming and helpful. 
　I have a wide variety of interests including reading, 
dancing, and kayaking. I also love to travel. While in 
high school I was able to visit Spain and go snorkeling 
with science club in the Bahamas. I also studied 
abroad in London while attending St. Lawrence 
University. Japan is one of the most interesting 
countries I have ever been to. I am excited to travel 
during my stay here. 
　Having arrived in Niimi only a month ago, I can 
already say that it is a very inviting and beautiful 
place. Thank you for welcoming me into your 
community. I look forward to working and living with 
you over the course of the next year. 

　私の名前はアンジェラ・ハミルトンです。 私は、アメリ
カ出身でニューヨークのロチェスターと呼ばれる町に長い
間住んでいました。 そこでは、セントローレンス大学に通
い、英文学の学士号と英語教育学の修士号を取得しまし
た。 現在、私は刑部、高尾、塩城、菅生、井倉、そして田
治部の６つの小学校のALT（外国語指導助手）として頑
張っています。 これらの学校の子どもたちや職員のみな
さんは、私のことを歓迎してくれ、とても親切です。 
　さて、私の趣味は、読書やダンス、カヤックなど幅広く、
中でも特に旅行をすることが大好きです。 高校生の時に、
スペインを訪れる機会があり、バハマにある科学クラブ
の人たちと一緒にシュノーケリングを体験しました。 また、
セントローレンス大学在学中には、ロンドンにも留学しま
した。 日本は今までに、私が訪れた中で大変興味深い国
の１つです。 ここにいる間に、いろんな場所を旅行でき
ることをすごく楽しみにしています。 
　つい１カ月前に新見に来たばかりですが、このまちがと
ても魅惑的で美しい場所であると感じています。 この地
域へと私を迎えてくださったことに感謝しています。 これ
から先もみなさんと一緒に過ごし、そして一緒に勉強でき
ることが楽しみです。
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５０cmの大物も！
◆にいみ子どもマス釣り大会

　５月５日のこどもの日、恒例の「にいみ子どもマス釣り大

会」が、御殿町センター裏の高梁川で開催され、家族連れ

など２,５００人の人出で賑わいました。　川には約３,０００匹の

マスが放され、開始の合図と同時に子どもたちは、釣り糸

を垂らし、なかには５０㎝ の大物を釣り上げた子どももいまし

た。また、マスや金魚のつかみ取りも行われ、ずぶ濡れに

なりながら魚を追いかける子どもや、河原でお弁当を広げ、

おにぎりをほおばる家族連れも見られ、参加した人たちは、

楽しい春の一日を満喫していました。

資源ごみを車イスへ！
◆新見市環境衛生協議会神郷地域協議会が寄贈

　５月２０日、神郷下神代の神郷地域福祉センターで車イ

スの贈呈式が行われました。

　贈呈を行ったのは新見市環境衛生協議会神郷地域協議

会（ 谷  本  一  登 会長）で、同協議会が各家庭から出る古紙
たに もと かず と

やダンボール、空き缶など約３７トンを自主的に回収し、

その収益で車イス３台を購入したものです。

　車イスは新見市社会福祉協議会神郷支所へ寄贈され、今

後は同所で行われているデイサービスなどに活用されます。

伝統文化の素晴らしさを体感
◆第１９回鯉が窪湿原まつり

　５月３日、きらめき広場・哲西周辺を会場として「第

１９回鯉が窪湿原まつり」が開催されました。会場近くの

水田では、牛による農作業風景の 代 かきを再現した「牛
しろ

の追い込み」や今年３月に県指定重要無形民俗文化財に

指定された「太鼓田植え」が披露され、カメラを手にし

た見物客が多数詰めかけました。

　また、市民バンドによる演奏や米粉パンなどの特産品販

売、さらにはビンゴゲームなども行われ、子どもからお年

寄りまで多くの人が参加し、会場は終日賑わいました。

犯罪を未然に防止！
◆合同パトロール出発式

　５月１日、まなび広場にいみ玄関前で合同パトロール

の出発式が行われ、青色防犯パトロール隊員や少年警察

協助員など約４０人が参加しました。

　５月が街頭犯罪等抑止総合対策強化月間であることか

ら、防犯抑止や少年非行防止活動などを実施するために

行われたもので、参加者は早速、警察車両を先頭に青色

回転灯が付いた車両などで、ＪＲ新見駅前駐輪場やスー

パーの駐車場などの巡回に出発しました。
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ヤマメ釣り大会も開催
◆三室峡シャクナゲ祭り

　５月４日、神郷油野の三室総合案内所周辺で「三室峡

シャクナゲ祭り」が開催され、市内外から多くの観光客

が訪れました。

　会場では銭太鼓や備中神楽のステージなどの催し、ヤマメ

釣り大会をはじめ、地域の特産品の販売なども行われました。

　また、訪れた観光客は満開となったシャクナゲを写真

に収めたりするなど自然と催しの両方を堪能し、会場は

終日賑わいました。

多彩なイベントで大賑わい
◆新見公立短大「鳴滝祭」

　５月１０・１１日の両日、新見公立短期大学で「第１０回鳴

滝祭」が開催され、多くの人で賑わいました。ステージ

では、地元団体による吹奏楽の演奏や学生たちがグルー

プに分かれゲームやダンスなども披露するなど、会場は

終始熱気に包まれました。

　また、学習成果の展示やチャリティーバザー、焼きそば

などの模擬店のほか、吉本興業のお笑いライブなども開催

され、会場を訪れた多くの市民が学園祭を楽しみました。

一投一打に大きな声援！
◆日本女子ソフトボールリーグ２部

　５月１６日から１８日までの３日間、正田の憩いとふれあい

の公園で「第４１回日本女子ソフトボールリーグ２部第２節

岡山大会」が開催され、日本女子ソフトボールリーグに加

盟する１８チームのうち、９チームが白熱した試合を行いま

した。　参加した選手たちのはつらつとしたプレーや１点

を奪い合う攻防に、訪れた観客も一球一球に熱い視線を送

り、選手たちに大きな声援を送っていました。

国に対する要望を審議
◆全国市長会中国支部総会を開催

　５月１４日、まなび広場にいみを会場に、第５９回全国市

長会中国支部（支部長　石垣市長）の総会が開催され、

中国５県から５２市の市長（代理含む）が出席し、国に対

する要望など５０議案について審議を行いました。

　また翌日には、㈲哲多和牛牧場や下水道浄化センター

など市内の各施設を視察しました。
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ココココココココココララララララララララムムムムムムムムムムコラム
～新見市健康増進計画
　（食育推進計画）を推進しよう～

 
栄
養
委
員
と
は
…

（
歴　

史
）

　

昭
和　

年
初
め
、
戦
後
の
食
糧
難
で
栄
養
失

２０

調
に
よ
る
疾
病
が
多
か
っ
た
た
め
、
地
域
の
女

性
が
立
ち
上
が
り
「
生
き
る
た
め
の
栄
養
改
善

活
動
」
が
自
然
発
生
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
昭

和　

年
、
都
窪
郡
清
音
村
（
現
総
社
市
）
が
県

２３
か
ら
「
栄
養
改
善
標
準
村
」
の
指
定
を
受
け
、

村
全
体
で
栄
養
改
善
活
動
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和　

年
に
は
全
県

３３

的
に
栄
養
委
員
を
養
成
す
る
「
栄
養
教
室
」
が

開
催
さ
れ
、
昭
和　

年
に
は
、
全
国
的
に
栄
養

３４

改
善
地
区
組
織
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
な
ど
が

盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
名　

称
）

　

栄
養
教
室
の
講
座
を
修
了
し
て
地
域
で
活
動

す
る
人
を
通
常「
食
生
活
改
善
推
進
員（
愛
称
：

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）」
と
い
い
ま
す
が
、
岡
山
県

で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
活
動
を
し
て
い
た
た

め
、「
栄
養
委
員
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

（
特　

性
）

　

栄
養
委
員
は
、「
私
達
の
健
康
は
、
私
達
の

手
で
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
で
健
康
づ
く
り
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
愛
育
委
員
会
、
婦
人

会
、
公
民
館
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
元
気
で
活

力
の
あ
る
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

栄
養
委
員
を
ご
存
じ
で
す
か

（
活
動
内
容
）

○
各
種
事
業
へ
の
協
力

①
乳
児
・
幼
児

　

幼
児
ク
ラ
ブ
や
保
育
所
・
幼
稚
園
等
と
連
携

し
た
親
子
料
理
教
室
の
開
催
、親
子
交
流
会（
手

作
り
お
や
つ
・
親
子
で
作
る
お
弁
当
・
む
し
歯

予
防
の
啓
発
・
食
育
寸
劇
）
等

②
小
学
生
・
中
学
生

　

親
子
の
食
育
教
室
・
子
ど
も
料
理
教
室
の
開

催
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
合
宿
（
安
全
で
楽
し
い
料
理

作
り
、
好
き
嫌
い
を
減
ら
す
工
夫
）
等

③
高
校
生
・
大
学
生

　

高
校
生
の
食
育
講
座
・
短
大
生
の
料
理
教
室

等
（
朝
食
や
食
事
バ
ラ
ン
ス
等
の
話
・
料
理
の

コ
ツ
）
等

④
成
人
・
高
齢
者

　

男
性
料
理
教
室
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
予
防
教
室
・
低
栄
養
予
防
食
育
教
室
・
在

宅
介
護
食
講
習
会（
運
動
と
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
・

低
栄
養
予
防
・
介
護
食
）
等

○
各
種
事
業
の
実
施

①
食
育
フ
ェ
ア

　

食
育
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

②
う
す
味
の
す
す
め

　

う
す
味
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
工
夫
に

つ
い
て
の
普
及
啓
発
活
動

③
地
産
地
消

　

地
元
の
特
産
物
を
使
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
料
理
の

紹
介

④
伝
承
料
理

　

地
元
の
特
産
物
や
山
菜
を
使
っ
た
昔
か
ら
伝

え
ら
れ
て
い
る
料
理
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
た

め
、
料
理
教
室
を
実
施

　　

こ
の
他
に
も
栄
養
委
員
は
研
修
会
な
ど
で
研

鑽
を
積
み
、
地
域
の
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
や
食
育
に
つ

な
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
（
�
�
６
１
２
９
）
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

診療時間はいずれも
9時から17時までです。

担当病院
６月１日（日）
新見市 新見中央病院 �72-2110　
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 湯原温泉病院（内・外） �0867-62-2221
真庭市 松坂医院（内） �0867-42-3300
真庭市 吉弘クリニック（内）  �0866-52-2704

６月８日（日）
新見市　太田病院 �72-0214         
庄原市　細川医院 �08477-2-0054
真庭市　金田病院（内・外）  �0867-52-1191
真庭市　遠藤クリニック（外） �0867-66-3002

６月１５日（日）
新見市 渡辺病院 �72-2123     
庄原市 東城病院 �08477-2-2150
真庭市 勝山病院（内・外） �0867-44-3161
真庭市 前原医院（内） �0867-42-5267
真庭市 さくもとクリニック（外） �0866-52-4833

６月２２日（日）
新見市 長谷川紀念病院 �72-3105        
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 落合病院（内） �0867-52-1133
真庭市 金田病院（外） �0867-52-1191
真庭市 宮島医院（内） �0867-44-2403

６月２９日（日）
新見市 新見中央病院 �72-2110       
庄原市 日伝医院 �08477-2-2180
真庭市 近藤病院（内・外） �0867-44-2671
真庭市 本山医院（内） �0867-52-1551

７月６日（日）
新見市 新見中央病院 �72-2110 
庄原市 東城病院 �08477-2-2150
真庭市 河本病院(内・外)  �0867-55-2121
真庭市 米田医院(内) �0867-44-2132

７月１３日（日）
新見市 太田病院 �72-0214
庄原市 三上クリニック �08477-2-1151
真庭市 湯原温泉病院（内・外） �0867-62-2221
真庭市 岸本医院（外） �0867-42-0495
真庭市 廣恵医院（内・外） �0866-52-5020

高尾高西町・介護老人保健
施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

診 療 日：月～金曜日　
休 診 日：毎週土曜日、日曜日、祝日
診療時間：１９時～２１時
診療科目：内科、小児科

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

新見水舟・市役所前

新見市休日歯科診療所（��８０８３）

内科

歯科
●子宮がん検診（集団検診）

受付時間会　　場曜日月　日
１０：００～１１：００

神 郷 保 健 セ ン タ ー月６月２日
１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：００

き ら め き 広 場・哲 西火６月３日
１３：００～１４：００
１０：００～１０：３０大田ふれあいセンター

水６月４日 １１：００～１１：３０新 砥 公 民 館
１３：００～１４：００夢 ひ ろ ば　 萬 歳
１０：００～１１：００

哲 多 総 合 セ ン タ ー木６月５日
１３：００～１４：００
１０：００～１１：００

き ら め き 広 場・哲 西月６月２３日
１３：００～１４：００
１０：００～１１：００お お さ 総 合 セ ン タ ー金６月２７日

詳細は、「新見市保健事業年間計画表」を確認してください。

※６５歳～６９歳の人は、６０歳～６４歳までの間に献血の経験がある人に限られます。
※身分が確認できる物をご持参ください。
※詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。

●献血
受付時間会　　場曜日月　日

１０：００～１１：３０き ら め き 広 場・哲 西
木６月５日

１３：００～１５：００松 陽 産 業 � 岡 山 工 場
１０：００～１２：００備 中 県 民 局 新 見 支 局月６月９日
９：３０～１１：００大 佐 支 局

木６月２６日
１３：３０～１５：３０サ ン パ ー ク 新 見

●3歳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１６年１１月生１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター火６月２４日

●2歳6ヶ月児歯科健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１７年１１月生１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター火６月１０日

●1歳6か月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１８年１１月生１３：００～１３：３０新見市保健福祉センター火６月１７日

●3～4か月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成２０年２月生１３：００～１３：１５新見市保健福祉センター水６月１１日

●BABYすくぅーる（小児科医師講話、育児・離乳食相談）
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１９年１０月生
１１月生・１２月生

１３：１５～１５：００
（受付１３：００～）

新見市保健福祉センター月６月２日

対象者　６～８か月の乳児をもつ保護者
内　容　�離乳食のすすめ方　栄養士の講話、離乳食のデモンス

トレーション、試食　�小児科医師の講話「乳児期に気
をつけたい病気のお話」岡山大学医学部　小田　慈　教
授　�育児相談、体重測定（希望者）

用意するもの　母子手帳、筆記用具、子ども用のスプーンとお茶

●ひよこクラス（育児相談）

対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦
内　容　希望者は身体計測（身長・体重）座談会、育児相談
持参するもの　母子手帳

時　　間会　　場曜日月　日
１３：３０～１５：００新見市保健福祉センター月６月１６日

●9～10か月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１９年７月生・８月生１３：３０～１４：００新見市保健福祉センター火６月３日
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「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」を
必
ず

ご
確
認
く
だ
さ
い
！

　

昨
年　

月
か
ら
す
べ
て
の
年
金

１２

受
給
者
お
よ
び
現
役
加
入
者
の
人

に
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
送

付
さ
れ
て
お
り
、
４
月
・
5
月
に

は
年
金
受
給
者
の
人
に
、
ま
た
、

６
月
以
降
は
現
役
加
入
者
の
み
な

さ
ん
に
発
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
記
載
さ
れ

て
い
る
年
金
記
録
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
次
の
と
お
り
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
４
月
以
降
に
送
付
さ
れ
た
人

　

�
「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」

に
、
記
録
漏
れ
や
間
違
い
の
有

無
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所

等
の
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
必
ず
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。　

な
お
、内

容
に
訂
正
が
あ
る
年
金
受
給
者

の
人
は
、
年
金
証
書
を
持
っ
て

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
３
月
ま
で
に
送
付
さ
れ
た
人

【
記
録
に
訂
正
が
あ
る
場
合
】

　

�
現
役
加
入
者
は
「
年
金
加
入

記
録
照
会
票
」
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、「
確
認
は
が
き
」

を
切
り
取
ら
ず
に
�
訂
正
が
あ

る
�
に
○
を
し
て
い
た
だ
き
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。
年
金
受
給

者
の
人
は
、
年
金
証
書
を
持
っ

て
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
記
録
に
訂
正
が
な
い
場
合
】　

　

�
「
確
認
は
が
き
」
を
切
り
取

っ
て
�
訂
正
が
な
い
�
を
○
で

囲
み
、
提
出
年
月
日
・
氏
名
を

ご
記
入
の
う
え
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

※
お
願
い　

　

年
金
記
録
に
訂
正
が
あ
る
人
は
、

記
録
を
統
合
す
る
た
め
の
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
記
録

に
訂
正
が
な
い
人
も
回
答
票
も
し

く
は
確
認
は
が
き
の
提
出
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
家
族
や
年
齢
の
近
い
人
で
あ

っ
て
も
、
同
時
期
に
届
く
と
は
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
先

　

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
」

　

（
�
０
５
７
０
�
０
５
８
�
５
５
５

　

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

�
０
３
�
６
７
０
０
�
１
１
４
４
）

　

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

（
�
０
５
７
０
�
０
５
�
１
１
６
５

　

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

�
０
３
�
６
７
０
０
�
１
１
６
５
）

心
の
健
康
相
談
の
ご
案
内

　

新
見
保
健
所
で
は
、
医
師
・
保

健
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
、

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日
（
変
更

す
る
場
合
あ
り
）
に
開
催
し
て
い

ま
す
。「
気
分
が
落
ち
込
む
、
何

を
す
る
の
も
お
っ
く
う
。」「
物
忘

れ
が
激
し
い
。
も
し
か
し
て
認
知

症
？
」「
人
の
視
線
が
気
に
な
る
。」

な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
思
春
期
の
心
の
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

　

６
月　

日
�

19

　

７
月
３
日
�

　

７
月　

日
�

17

　
　

時
〜　

時

13

15

■
場
所　

新
見
保
健
所

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も
行

　

っ
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

　

相
談
は
予
約
制
で
す
の
で
、
新

見
保
健
所
保
健
課
へ
電
話
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
保
健
所
保
健
課

　

（
�
�
５
６
９
１
）

「
川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
」

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　

環
境
美
化
活
動
の
一
環
と
し
て

川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
を
、
７

お
し
ら
せ

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■市県民税 １期
　 ＜納期限：６月３０日＞

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料

I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

合併当初のようす

総人口　37， 049人
　　男　17， 661人
　　女　19， 388人
世帯数　12， 614世帯

（平成１７年３月３０日現在）

◆面　積　793.27k㎡
◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　35， 614人（－１８人）
　　男　　16， 974人（＋７人）
　　女　　18， 640人（－２５人）
　出生…１３人　　転入…１１９人
　死亡…２９人　　転出…１２１人
　世帯数　１３， ０９３世帯（＋５８世帯）
　（平成２０年４月末日現在）
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●こどもお楽しみ会
　日時：６月１４日�　１４：００～１５：００
　内容：読書ボランティアのみなさんによる絵本の読

み聞かせ、手遊び、紙芝居、やさしい工作など。
●こども映画会
　日時：６月１４日�　１５：００～１５：３０
　内容：アニメ「ふしぎの国のアリス」「ウサギとカ

メ」ほか１話
●ブックスタート
　日時：７月１日�　乳児健康診査（９～１０か月）時
　　　　１３：３０～１５：００
　会場：新見市保健福祉センター（金谷）２Ｆ　プレ

イルーム
　対象：健康診査乳児（平成１９年９月出生児）と保護者
　内容：ブックスタートのメッセージを直接乳児と保

護者に伝えながら、絵本などが入ったブック
スタートパックをお渡しします。

　指導：新見ブックスタートの会　　
●読書ボランティア養成講座　　
　ペープサート（紙人形劇）を楽しもう
　　６月７日�　１４：００～１５：３０
　　　ドリームブックネット総社　 川  上  重  子 

かわ かみ しげ こ

　ブックスタートをはじめよう
　　６月２８日�　１４：００～１５：３０
　　　ドリームブックネット総社　 川  上  重  子 

かわ かみ しげ こ

●第８８回子どもの読書を考える会
　日時：６月１３日�　１３：３０～１５：００
　内容：子どもの本が好きな大人の集会です。
●第６８回新見ブックスタートの会
　日時：６月１３日�　１３：３０～１５：００
　場所：図書館４Ｆ編集室
６月の休館日　１日�～４日�　９日�　１６日�
　　　　　　　２３日�　２７日�　３０日�

※貸出・返却が便利。（新見公立短期大学附属図書館に
も返却できます）

　　新見図書館・哲西図書館・風広場おおさ図書コー
ナー・やまびこ広場神郷図書コーナー・哲多総合セ
ンター・新見公立短期大学の学術交流センター図書
館で借りた図書などは、この６施設のどこにでも返
却できます。ただし、この６施設が所蔵する図書等
に限ります。

■休館日　毎週水曜日　祝日

■休館日　なし
※哲西図書館利用者のための乳幼児一時預かりは、５
月から第１・第３月曜日の１０：００～１２：００になりま
した。

■休館日　毎週月曜日

■休館日　毎週木曜日・３０日

新見図書館 ��２８２６

哲西図書館 ��２１１０

風広場おおさ図書コーナー ��２３０４

やまび こ広場神郷 図書コーナー ��６１１０

新見市学術交流センター図書館 ��０６６４

月
６
日
�
に
市
内
一
斉
に
実
施
し

ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
ら

た
め
て
告
知
放
送
な
ど
に
よ
り
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
民
運
動
推
進
協
議
会

　

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内

�
�
６
１
４
７
）

女
性
の
た
め
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー 

�
知
ろ
う
！
癒
そ
う
！
わ
た
し

の
か
ら
だ
と
コ
コ
ロ
�

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）
で

は
、
女
性
が
生
涯
を
通
じ
て
心
身

共
に
健
や
か
に
過
ご
す
た
め
、
か

ら
だ
と
コ
コ
ロ
の
健
康
に
関
す
る

知
識
を
学
び
、
身
体
的
、
精
神
的

な
問
題
に
対
し
て
、
適
切
に
自
己

管
理
や
自
己
決
定
す
る
能
力
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
第
１
回
「
月
経
ラ
イ
フ
と
の
上

手
な
つ
き
あ
い
方
」】

■
日
時

　

６
月　

日
�

１４

　
　

時　

分
〜　

時

１４

３０

１６

■
講
師

　

岡
山
中
央
病
院
副
院
長

　
　
　
　
 
金  
重  
惠

か
ね 
し
げ 

え

   
 
美  
子 
さ
ん

み 

こ

■
会
場

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）

　

岡
山
市
中
山
下
１
�
８
�　
４５

　

N
T
T
ク
レ
ド
岡
山
ビ
ル　

階
１７

■
定
員　

１
０
０
名
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間

　

講
座
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

■
申
込
方
法

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
、
電

子
メ
ー
ル
で
①
氏
名
②
電
話
番

号
③
「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
第
１
回

希
望
」
と
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
は
当
該
事
業
の
み
に

使
用
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
先

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）

　

岡
山
市
中
山
下
１
�
８
�　
　４５

N
T
T
ク
レ
ド
岡
山
ビ
ル　

階
１７

　

（
�
０
８
６
�
２
３
５
�
３
３
０
７
）

（
火
〜
土
曜
日　

９
時
〜　

時
、

２０

日
･
祝
日　

９
時　

分
〜　

３０

１７

時
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
６
�
２
３
５

�
３
３
０
６

　

電
子
メ
ー
ル　

d
a
n
jo
@
p
re
f.

oka
y
a
m
a
.lg
.jp

※
託
児
あ
り
（
無
料
・
要
電
話
予

約　

締
切
は
各
講
座
開
催
日
の

７
日
前
ま
で
）

新
見
阿
哲 

文
学
選
奨
作
品
募
集

　

新
見
阿
哲
文
学
選
奨
協
議
会
で

は
、
平
成　

年
度
新
見
阿
哲
文
学

２０

選
奨
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
部
門

　

①
小
説
（
随
筆
、
戯
曲
、
児
童

文
学
を
含
む
）
②
詩
③
短
歌
④

俳
句
⑤
川
柳
⑥ 
新
設 
ジ
ュ
ニ
ア

の
部
（
童
話
、
詩
、
短
歌
、
俳

句
、
川
柳
な
ど
）

■
応
募
資
格

・
市
内
在
住
者
、
出
身
者
、
勤
務

者
・
市
内
で
文
学
活
動
に
参
加
し
て

い
る
人

※
入
選
し
た
人
は
、
２
年
続
け
て

そ
の
部
門
に
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

■
作
品
募
集
締
切

　

７
月　

日
�

３１

※
当
日
消
印
有
効

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
０
０
１
１　

新
見

市
新
見
１
２
３
�
２　

ま
な
び

広
場
に
い
み
団
体
活
動
室
内

　

新
見
阿
哲
文
学
選
奨
協
議
会

　

（
�
�
４
４
０
８
）
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I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

　

ン
ト
以
上

③
延
床
面
積　
 
㎡ 
以
上
２
０
０
㎡

８０

以
下（
三
世
代
世
帯
の
場
合
は

２
０
０ 
㎡ 
を
超
え
る
住
宅
も
可
）

④
内
装
等
に
県
産
材
を　
 
㎡ 
以
上

２０

使
用

⑤
建
築
確
認
済
証
の
交
付
日
ま
た

は
建
築
工
事
届
の
受
理
日
が
平

成　

年
４
月
１
日
以
降

２０

⑥
内
装
な
ど
の
施
工
が
完
了
し
、

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
現

２１

３１

地
確
認
が
可
能

■
受
付
戸
数

　
 
２
０
０
戸（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

　

建
築
地
を
管
轄
す
る
県
民
局

（
支
局
）
森
林
課
に
、
所
定
の

申
込
書
お
よ
び
必
要
書
類
を
、

棟
上
げ　

日
前
ま
で
に
提
出
し

２０

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
中
県
民
局
新
見
支
局
森
林
課

　

（
�
�
９
１
６
９
）

が
ん
ば
る
あ
な
た
を 

応
援
し
ま
す 

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
受
講
生
募
集

　

新
見
地
域
雇
用
創
造
促
進
協
議

会
で
は
、
こ
れ
か
ら
就
職
を
考
え

て
い
る
人
、
仕
事
を
し
て
い
る
が

よ
り
高
い
能
力
を
身
に
つ
け
た
い

と
意
欲
を
お
持
ち
の
人
を
対
象
と

し
た
「
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
表
計
算
ソ
フ
ト
（
エ

ク
セ
ル
）
を
用
い
、
業
務
に
関
す

る
最
適
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作

成
・
分
析
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

最
終
日
に
は
日
商
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
活

用
２
級
の
検
定
を
行
い
ま
す
。

■
実
施
日
時

　

７
月
１
日
�
・
３
日
�
・
８
日

�
・　

日
�
・　

日
�
・　

日

１０

１５

１７

�
・　

日
�
・　

日
�
・
８
月

２９

３１

５
日
�
・
７
日
�

　

毎
回　

時　

分
〜　

時

１８

３０

２１

■
場
所

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
２
Ｆ

　

パ
ソ
コ
ン
教
室

■
募
集
人
数　
　

人
２０

　

（
原
則
、求
職
者
を
優
先
し
ま
す
）

■
対
象
者

・
パ
ソ
コ
ン
を
仕
事
に
活
か
し
た

い
人

・
全
日
程
に
参
加
で
き
る
人

・
マ
ウ
ス
・
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
が

十
分
で
き
、
日
商
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ

活
用
３
級
程
度
を
理
解
し
て
い

る
人

木
造
住
宅
の
新
築
を 

助
成
し
ま
す
！

　

岡
山
県
で
は
、
県
産
木
材
を
利

用
し
た
木
造
住
宅
の
新
築
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
す
る
「
お
か
や

ま
木
の
住
ま
い
普
及
事
業
」
の
申

込
み
を
４
月
１
日
か
ら
受
付
け
て

い
ま
す
。
木
の
香
り
あ
ふ
れ
る
快

適
で
健
康
な
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り

に
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。　

な
お
、
受
付
戸
数
は

２
０
０
戸
で
、
先
着
順
と
な
り
ま

す
。

■
補
助
金
額

　

県
産
材
の
使
用
量
に
応
じ
て
、

　

一
戸
当
た
り　

〜　

万
円

３０

５０

■
対
象
住
宅　

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
木
造
住

　

宅
①
自
ら
居
住
す
る
た
め
県
内
に
新

築
す
る
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅

②
主
要
構
造
部
材
へ
の
県
産
材
使

　

用
率　

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
か
つ

９０

　

県
産
乾
燥
材
使
用
率　

パ
ー
セ

４０

キ ャリア ア ッ プ講座 「夢実現応援コー ス」 
　岡山県男女共同参画推進センター (ウィズセンター )では、ライフステージに応じた様々な再チャレンジ
をする女性を対象に、チャレンジ支援事業、キャリアアップ講座・夢実現応援コースを開催します。
　みなさんの参加をお待ちしています。

■内容
●スキル編（１８日間）エクセル・ワード・パワー
ポイントの基礎

●アビリティ編（４日間）実現したい【自分☆】
を考えるワークライフセミナー

　コミュニケーションスキル、接客マナー等
■受講期間
　６月２５日�～７月３１日�　毎週火～金曜日の
２２日間　毎回１０：００～１６：００
■会場
●スキル編　西日本電子計算学院第１ビル
　岡山市駅前町２- ５-２０
●アビリティ編　岡山県男女共同参画推進センタ
ー（ウィズセンター）

　岡山市中山下１- ８-４５　ＮＴＴクレド岡山ビル１７階

■申込期間
　６月３日�～６月６日�　１０：００～１６：００
■申込方法
　申込期間内にご本人が岡山県男女共同参画推進セン
ター（ウィズセンター）にお越しのうえ、申し込みください。
■応募資格
　再就職、起業、転職、社会貢献、ＮＰＯ等にチ
ャレンジしたい女性で全期間出席できる人
■受講料　無料（教材費は実費負担）
■定員　２８名（選考により決定）
■申込み・問い合わせ先
　岡山県男女共同参画推進センター（ウィズセン
ター）就業相談窓口
　岡山市中山下１- ８-４５　ＮＴＴクレド岡山ビル１７階
　（�０８６-２３５-３３０９）
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■
申
込
期
限

　

６
月　

日
�

２０

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
地
域
雇
用
創
造
促
進
協
議

　

会
事
務
局
（
新
見
市
役
所
商
工

　

観
光
課
内
）

　

（
�
�
６
１
３
７
）

U
R
L
h
ttp：

/
/
w
w
w
.n
iim
i

-koy
ou
.com

/

任
意
加
入
中
に
納
め
す
ぎ
た

保
険
料
を
お
返
し
し
ま
す
！

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
し
て

の
加
入
期
間
は
満　

歳
ま
で
で
す

６０

が
、　

歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金

６０

の
受
給
資
格
期
間
（　

年
）
を
満

２５

た
し
て
い
な
い
場
合
や
、
納
付
済

期
間
が
少
な
い
（
昭
和　

年
４
月

１６

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
は　

年
、

４０

そ
れ
以
前
は
短
縮
あ
り
）
た
め
老

齢
基
礎
年
金
を
満
額
受
給
で
き
な

い
場
合
は
、　

歳
以
降
に
任
意
で

６０

加
入
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
厚
生
年
金
・

共
済
年
金
に
加
入
中
の
方
は
除

く
）

　

こ
の
任
意
加
入
を
さ
れ
た
人
の

中
で
、
ご
自
身
が
気
づ
か
な
い
間

に
満
額
に
な
る
月
数
を
超
え
て
し

ま
い
、
年
金
に
反
映
し
な
い
月
数

の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
平
成　

年
３
月

１７

以
前
に
任
意
加
入
を
や
め
る
手
続

き
を
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
法

律
上
お
返
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
申
し
出
に
よ
り

お
返
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

心
当
た
り
が
あ
る
人
は
、
お
近

く
の
社
会
保
険
事
務
所
に
ご
相
談

い
た
だ
き
、
納
め
す
ぎ
て
い
る
場

合
に
は
還
付
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
６
�
８
６
６
８　

高
梁

　

市
旭
町
１
３
９
３
�
５

　

岡
山
社
会
保
険
事
務
局
高
梁
事

務
所　

国
民
年
金
業
務
課

　

（
�
０
８
６
６
�
２
１
�
０
５
７
２
）

６
月
は
男
女
雇
用
機
会
均
等

月
間
で
す
！ 

〜
女
性
の
プ
ラ
ス
は
企
業
の

プ
ラ
ス
〜　

Ｄ
Ｏ
！
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン　
！！

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
６
月
を

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
」
と

定
め
、
職
場
に
お
け
る
男
女
の
雇

用
均
等
に
つ
い
て
、
労
使
は
も
と

よ
り
社
会
全
体
の
認
識
と
理
解
を

深
め
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。
均

等
な
男
女
の
雇
用
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
性
別
に
よ
ら
な
い
雇
用

管
理
を
行
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
男

女
労
働
者
間
に
事
実
上
生
じ
て
い

る
格
差
の
解
消
に
向
け
た
企
業
の

自
主
的
な
取
組
み
）
を
推
進
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
本
年
度
に

お
い
て
は
、
次
の
と
お
り
目
標
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

■
目
標

１　

労
使
を
始
め
社
会
一
般
に
対
す

る
均
等
法
の
一
層
の
周
知
徹
底

２　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

　

の
促
進

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

（
�
０
８
６
�
２
２
４
�
７
６
３
９
）

U
R
L
h
t
t
p：
/
/
w
w
w
.o
k
a

y
a
m
a
.p
lb
.g
o
.jp
/
s
e
id
o
/

kintou/inde
x
.htm

l

■相談時間　10：００～15：００（予約不要）　　■問い合わせ先　岡山県県民生活課（�０８６－２２６－７３４６）

県内一斉多重債務者相談ウ ィー クの お知ら せ
　岡山県では、多重債務で困っている人の問題解決を支援するため、弁護士、司法書士による無料法律相
談会を開催します。

■６月３０日�

�備前県民局

　岡山市弓之町６－１

�備中県民局井笠支局

　笠岡市六番町２－５

■７月１日�

�備中県民局新見支局

　新見市高尾２４００

�美作県民局勝英支局

　美作市入田２９１－２

■７月２日�

�備中県民局

　倉敷市羽島１０８３

�美作県民局真庭支局

　真庭市勝山５９１

■７月３日�

�備前県民局東備支局

　和気郡和気町和気４８７－２

�備中県民局高梁支局

　高梁市落合町近似２８６－１

■７月４日�

�美作県民局

　津山市山下５３

�日程および会場�
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税
務
職
員
を
募
集
し
ま
す
！

　

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
採
用
試
験
の
募

集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
受
験
資
格

　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
平
成
３

６２

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
試
験
の
程
度

　

高
校
卒
業
程
度

■
申
込
期
間

　

６
月　

日
�
〜
７
月
１
日
�

２４

※
申
込
書
の
提
出
は
で
き
る
だ
け

郵
送
（
配
達
記
録
郵
便
）
に
し

て
く
だ
さ
い
。（
７
月
１
日
�
ま

で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

■
申
込
先

　

受
験
し
よ
う
と
す
る
第
１
次
試

験
地
を
担
当
す
る
人
事
院
各
地

方
事
務
局

※
採
用
を
希
望
す
る
地
域
の
試
験

を
全
国
ど
こ
の
試
験
地
で
も
受

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
第
１
次
試
験

・
試
験
日　

９
月
７
日
�

・
試
験
地　

人
事
院
中
国
事
務
局

が
担
当
す
る
試
験
地
は
、
鳥
取

市
、
松
江
市
、
岡
山
市
、
広
島

市
、
福
山
市
、
山
口
市

・
試
験
種
目　

教
養
試
験
、
適
性

試
験
、
作
文
試
験

■
第
１
次
試
験
合
格
発
表

　
　

月
９
日
�

１０

■
第
２
次
試
験

・
試
験
日　
　

月　

日
�
〜　

月

１０

１６

１０

　

日
�
ま
で
の
間
で
指
定
す
る

２３日
・
試
験
地　

第
１
次
試
験
合
格
通

知
書
に
よ
り
試
験
会
場
を
指
定

（
試
験
日
お
よ
び
集
合
時
刻
も

記
載
）

・
試
験
種
目　

人
物
試
験
、
身
体

検
査

■
最
終
合
格
発
表
日

　
　

月　

日
�

１１

１３

■
受
験
申
込
書
お
よ
び
パ
ン
フ
レ

　

ッ
ト
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

○
広
島
国
税
局
総
務
部
人
事
第
二

課
試
験
研
修
係

　

〒
７
３
０
�
８
５
２
１

　

広
島
市
中
区
上
八
丁
掘
６
�　
３０

　

（
�
０
８
２
�
２
２
１
�
９
２
１
１

　

内
線
３
７
４
３
）

○
新
見
税
務
署（
�
�
０
９
５
１
）

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

国
税
庁　

h
ttp
：
//w
w
w
.n
ta
.

g
o
.jp

　

広
島
国
税
局　

h
ttp
：
//w
w
w
.

n
ta.g
o
.jp
/h
iro
s
h
im
a

中
国
信
陽
市
の
子
ど
も
た
ち

の
書
絵
画
展
を
行
い
ま
す
！ 

　

〔
中
国
信
陽
市 

河
区
第
三
小 

　

学
校
児
童
作
品
展
〕

　

国
際
交
流
協
会
で
は
５
月　

日
２３

〜　

日
ま
で
、
交
流　

周
年
記
念

３０

１５

事
業
の
一
環
と
し
て
中
国
信
陽
市

I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

 

河
区
へ
市
民
友
好
訪
中
団
（
８

名
）
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
、
日
本
の
子
ど
も
た

ち
に
も
作
品
を
見
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
が
あ
り
、
中
国
信
陽
市 

河
区
第
三
小
学
校
か
ら
児
童
生
徒

の
書
と
絵
画
を
預
か
り
ま
し
た
。

ど
れ
も
子
ど
も
の
作
品
と
は
思
え

な
い
よ
う
な
力
作
が
揃
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
作
品
を
一
人
で
も
多
く
の

み
な
さ
ん
に
観
賞
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
次
の
と
お
り
展
示
を
行
い

ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
期
間

　

６
月
３
日
�
〜　

日
�

１７

■
場
所

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
１
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
ま
な
び
広
場
に
い
み

内
）

■
展
示
内
容

　

書
と
絵
画　

約　

点
３０

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　

（
�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
４
４
３
３
・
電

子
メ
ー
ルn

iim
i-ie
a@
live
.jp

）

 
歯  
痛  
仏 

は 

い
た 

ぼ
と
け

市市市市市市市市市市
内内内内内内内内内内
のののののののののの

市
内
の

　

哲
西
町 
八
鳥 
の 
明
本
寺 
境
内
に
あ
る
歯
痛
仏
（
歯
痛
地
蔵
）

は
っ
と
り 

み
ょ
う
ほ
ん
じ

は
、
そ
の
姿
が
あ
ど
け
な
い
幼
児
の
顔
で
、
痛
む
歯
を
お
さ

え
る
よ
う
に
右
手
を
頬
に
あ
て
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
歯
の

痛
み
を
止
め
て
も
ら
え
る
地
蔵
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
蔵
に
お
詣
り
し
、
歯
の
痛
み
が
治
れ
ば
赤
や
白
の
紙

で
小
さ
い
の
ぼ
り
を
自
分
の
年
の
数
だ
け
作
り
、
地
蔵
の
ま

わ
り
に
立
て
て
お
礼
参
り
を
行
う
な
ら
わ
し
が
古
く
か
ら
あ

り
ま
す
。

　

昭
和　

年
９
月　

日
に
石
造
美
術
と
し
て
市
指
定
有
形
文

５３

１１

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

歯痛仏

●
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新見市西方３６１番地

（��７８５１）
月66・・77

 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽６０９番地

（��２４４４）

新見美術館

法曽陶芸館
開館時間�９：３０～１７：００
休 館 日�月曜日

●常設展示観覧料
　一般…２００円（１５０円）　高校生…１００円（７０円）
　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

　法曽焼きには、“ 焼  締 め 陶 ”のほかに“ 釉  薬  陶 ”があります。江戸
やき し とう ゆう やく とう

時代初期、備中松山城主小堀遠州自らの指導により、法曽の地

に窯が築かれ、地元 法  曽  土 のほかに 陶  磁  土 も取り寄せて茶道具
ほう そ ど じ き ど

を焼いた、いわゆる『遠州窯』がありました。その古窯から産み出

された一品として伝わる法曽焼白茶碗。この抹茶茶碗に施されて

いる「白い釉」の正体を突きとめる為に、古来の 草  木  灰  釉 を作り、
そう もく はい ゆう

徹底的に不純物を取り除いた法曽土をロクロ形成して、電気窯テ

ストを行い復活研究を進めている最中です。

　今回は、古窯跡地から出土した陶片や、テスト形成した抹茶

茶碗を展示して、研究最前線の状況を報告する企画展を行い

ます。どうぞご覧ください。

●観覧料　一　般…５００（４００）円　中高生…２５０（２００）円
　　　　　小学生…１５０（１００）円　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、市内の小中学生は「こころふれあいパスポート」の提
示で入館無料になります。

開館時間�９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）
休 館 日�月曜日

　

新
見
市
の
書
の
発
展
に
貢
献
し
た
書
家
・ 
荒
木
美
峰 （
１
９

あ
ら
き
び
ほ
う

２
８
�
）
氏
。荒
木
氏
は
書
家
で
あ
っ
た
父
の
影
響
を
受
け
、
３

歳
の
こ
ろ
か
ら
墨
と
筆
に
親
し
み
、
清
心
女
子
高
等
学
校
時
代

に 
三
浦
曲
堂 
氏
に
書
を
習
い
、
以
来
、
書
の
道
に
進
み
ま
す
。結

み
う
ら
き
ょ
く
ど
う

婚
後
は
一
時
和
歌
山
で
暮
ら
し
ま
す
が
、
夫
の
郷
里
で
あ
る
新

見
に
移
り
書
道
教
室
を
開
講
す
る
な
ど
子
弟
教
育
に
も
情
熱

を
燃
や
し
ま
す
。平
成
に
入
る
と
、そ
の
素
養
が
開
花
し
、
日
展

入
選
を
は
じ
め
、
岡
山
県
展
で
は
山
陽
新
聞
社
大
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
、備
北
地
域
書
道
界
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
も
続
け
、
新
見
市
文
化
協
会

副
会
長
や
新
見
美
術
振
興
財
団
理
事
と
し
て
地
域
の
文
化
向

上
に
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
日
展
入
選
作
品
か
ら
県
展
で
山
陽
新
聞
社
大

賞
を
受
賞
し
た
作
品
ま
で
代
表
作　

点
余
り
に
よ
り
、雄
渾
で
、

２０

豪
放
な
荒
木
美
峰
書
の
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。

行 事 予 定

郷
土
作
家
シ
リ
ー
ズ
Ⅱ

荒
木
美
峰 
書
の
世
界
展

●第２５回哲多ふる里すずらんまつり
　本郷小学校周辺　９：３０～１５：００
●第４０回新見市壮年ソフトボール大会
　市民グラウンド　８：３０～１６：００

日6 / 1

月2
火3
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００水4
●心配ごと相談　哲多総合センター、新砥公民館、夢ひろば
萬歳　９：３０～１２：００木5
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター　１０：００～１５：００金6
●読書ボランティア養成講座　新見図書館　１４：００～１５：３０土7
●第３回新見市婦人連合協議会運動会
　市民体育館　９：００～１４：００日8
●市長とフリートーク　上市市民センター　１９：００～２１：００月9
●農業委員会第７回総会　山村開発センター　９：００～火10

水11
木12
●農業委員会委員立候補予定者説明会
　山村開発センター　１５：００～
●特設人権・行政相談　やまびこ広場神郷　９：００～１２：００
●心配ごと相談　やまびこ広場神郷　９：００～１２：００

金13

●子どもお楽しみ会　新見図書館　１４：００～１５：３０土14
日15
月16
●市長とフリートーク
　神郷公民館高瀬分館　１９：００～２１：００火17
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００
●法律相談（要予約）　新見市総合福祉センター
　１０：００～１５：００
●合同相談　豊永市民センター　１０：００～１２：００

水18

●市長とフリートーク　夢ひろば萬歳　１９：００～２１：００木19
金20
土21
●カヌー　スラロームに挑戦！
　金谷カヌー体験ハウス前・高梁川河原　９：３０～１５：３０日22
●市長とフリートーク　菅生市民センター　１９：００～２１：００月23

火24
●市長とフリートーク
　神郷公民館油野分館　１９：００～２１：００水25

木26
金27
●読書ボランティア養成講座　新見図書館　１４：００～１５：３０土28
●農業委員会委員一般選挙告示日29

月30
火7 / 1
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター　１０：００～１５：００水2

木3
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター　１０：００～１５：００金4
●「栗林慧・難波由城雄」写真展開会式
　新見美術館　９：３０～土5
●川をきれいにする運動　市内全域　６：００～日6
●心配ごと相談　哲多総合センター、新砥公民館、夢ひろば
萬歳　９：３０～１２：００
●心配ごと相談　きらめき広場・哲西　９：００～１２：００

月7

６/１０�～９/７�

小堀遠州指導の
法曽焼白茶腕研究展
　《法曽焼は遠州の美の原点》

会
期�

５
月　

日
�
〜
６
月　

日
�

２３

２９

≪萬葉歌（大伴旅人）≫
第４９回岡山県展（山陽新聞社大賞）（新見美術館蔵）

白茶碗「草木灰釉の電気窯テスト焼成作品」
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おお
たた

んん
じじょょ
ううびび

おお
めめでで
ととうう！！

お
た

ん
じょ
うび

お
めで
とう！

★７月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、企画課企画広報係（蕁煢6114）にご一報ください。（締切は６月16日）

◆４月27日、新見市金谷の高梁川で「チャ

レンジ・ザ・カヌー」が開催され、市内外

から21人が参加しました。中には初めてカ

ヌーに乗る人もおり、慣れないオールの操

作に苦労しているようでしたが、講師の適

切な指導により、数時間で参加者はカヌー

を乗りこなせるようになっていました。

今月の表紙

■編集／新見市報道委員会
■発行／新見市
　〒718‒8501
　新見市新見310‒3
　新見市総務企画部企画課
　☎煢 6114
■ホームページ
　http://www.city.niimi.
　　　　　　　　okayama.jp/
　携帯電話でもご覧になれます

６月号
平成20年6月1日  No.39

今
月
、
満
１
歳
に
な
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。

今
月
、
満
１
歳
に
な
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
大
き
く
な
っ
て
ね

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
大
き
く
な
っ
て
ね
！！

こちら
編集室

●５月３日にきらめき広場・哲西周辺で開催さ

れた「鯉が窪湿原まつり」の取材に行きました。

恥ずかしながらこれまで一度も訪れたことがな

かった私は、会場で初めて牛の追い込みとは

やし田植えを目のあたりにしました。歩を進め

る牛の力強さや衣装などの彩りの美しさ、そし

て何より伝統行事として現代にも受け継がれ、

このように体感できる素晴らしさに感動を覚え

ました。少子高齢化により全国各地で伝統行

事が継承できないという問題が発生している

ようですが、これからも引き続き後世へと受け

継がれていってほしいと思った一日でした。

太
おお

田
た

 昊
こう

洋
よう

ちゃん

（西方／６・８生）

塩
しお

見
み

 ひなたちゃん
（哲多町本郷／６・８生）

吉
よし

森
もり

 万
ま

里
り

子
こ

ちゃん

（哲多町矢戸／６・11生）

清
し

水
みず

 大
はる

椰
や

ちゃん

（哲多町荻尾／６・12生）

山山
やまやま

本本
もともと

  美美
みみ

憂憂
うう

ちゃんちゃん

（石蟹／６・30生）（石蟹／６・30生）

林林
はやしはやし

　　暖暖
はるはる

人人
とと

ちゃんちゃん

（哲西町大竹／６・27生）（哲西町大竹／６・27生）

小小
こばやしこばやし

林林  橙橙
ゆずゆず

生生
きき

ちゃんちゃん

（長屋／６・26生）（長屋／６・26生）

金金
かねかね

田田
だだ

  心心
ここここ

菜菜
なな

ちゃんちゃん

（神郷釜村／６・26生）（神郷釜村／６・26生）

生生
いくいく

田田
たた

  航航
わたわた

琉琉
るる

ちゃんちゃん

（金谷／６・27生）（金谷／６・27生）

杉
すぎ

井
い

 凛
り

々
り

子
こ

ちゃん

（高尾／６・22生）

山
やま

口
ぐち

 真
まな

翔
と

ちゃん

（草間／６・14生）

佐
さ

久
く

本
もと

 琉
りゅうごう

豪ちゃん
（正田／６・13生）

小
お

田
だ

 彩
あ

友
ゆ

海
み

ちゃん

（哲西町大野部／６・７生）

田
た

中
なか

 貴
たか

道
みち

ちゃん

（上熊谷／６・３生）

森
もり

近
ちか

 栞
かん

愛
な

ちゃん

（西方／６・２生）

吉
よし

澤
ざわ

 洸
こう

晴
せい

ちゃん

（正田／６・２生）


